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令和３年度 社会教育推進事業概要 

家庭教育支援事業 

 
目 

的 

家庭における教育力を高めるため、幼稚園、保育園、子

育て広場など、地域の教育機能を活用し、連携・協働によ

り、親子の育ちを応援する学習機会を提供する。 

実
施 

予
定 

子育て・親育ち講座  9講座開催 

実
施 

実
績 

子育て・親育ち講座 8講座開催 

（1講座は新型コロナウイルスの影響により中止） 

身近な地域の教育機能等を活用し事業を実施したことで、多

くの参加者を得ることができ、すべての講座において人権意識

の高揚を意識した講座を実施することができた。また、美術教

室や子どもの身体づくりを意識した講座では、子どもの発育に

繋がるとともに、親子で一緒に受講していただくことで、親子

の絆を深める機会となった。 

地域学校協働活動

推進事業 目 

的 

未来を担う子どもたちの成長を支えるために地域と学

校、家庭が連携・協働し地域全体で教育に取り組む体制づ

くりや子どもたちを心豊かで健やかに育てる環境づくりを

推進し、地域の活性化を図る。 

実
施

予
定 

各地区地域学校協働本部（23地区）に事業委託 

実
施

実
績 

市内 22 地区で花の植え替えや郷土学習など地域と家庭、

学校が連携しながら事業を実施した。 

地域未来塾 
目 

的 

経済的な理由や家庭の事情により、学習習慣が十分に身

についていなかったり、学習が遅れがちな中学生を対象に

地域の協力を得て、学習支援を行う。 

実
施 

予
定 

中学 3年生及び義務教育学校 9年生を対象とした学習支

援、地域未来塾を各学校において実施 

実
施 

実
績 

新型コロナウイルス感染症拡大のため昨年度に続き時間

数を減らして実施し、７中学校、1 義務教育学校において

271 時間実施し、地域全体で子どもを育てる環境づくりを

推進した。 

ふるさと体験学習

事業 目 

的 

亀岡の自然や文化に触れ、ふるさとを愛する心を育

て、生きる力・個性を伸ばす人材育成を目指し、また、

中学校卒業の思い出に「ふるさと体験学習事業“京都亀

岡 保津川下り”」を実施。 
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実
施 

予
定 

令和 3年度も引き続き、中学 3年生・義務教育学校 9年

生を対象に乗船体験を実施する。ただし、今年度から学校

教育の中での「保津川環境学習・ふるさと学習」の一環と

して中学 2年生・義務教育学校 8年生での実施へと移行す

るため、社会教育としての乗船体験事業は本年度をもって

終了する。 

実
施 

実
績 

中学 3年生・義務教育学校 9年生を対象に 

乗船体験を実施した。 

【実施期間】令和 4年 3月 1日～3月 31日 

【対象者】  820 人（亀岡市在住の市外中学に通う生徒

も対象） 

今年度は従来配布していた乗船資料および乗船券をリニュー

アルした。乗船資料については、保津川下りの歴史の解説とも

に保津川下りに乗船することで自然を大切にしようという意識

の芽生えにつながるよう、親しみやすい文体でメッセージを掲

載した。また、乗船券には“かめおかプラスチックごみゼロ宣

言”の概要とＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の解説を掲載し

た。 

亀岡市成人式 

 

 

目 

的 
新成人による成人式実行委員会を設置し、成人式の企画

立案及び実質的運営を行い、式典を開催する。新成人によ

る自発的な活動を支援することにより、青少年教育を推進

する。 

実
施 

予
定 

【日時】   令和 4年 1月 10日（月・成人の日） 

【対象者】   約 922名〔参加見込 約 75％〕 

【設置組織】  亀岡市成人式検討委員会（教育委員会内） 

亀岡市成人式実行委員会（新成人代表） 

【会場】   サンガスタジアム by KYOCERA 

実
施 

実
績 

令和 4年成人式を実施。 

【参加者】    711名 

今年度は YouTube でリアルタイム配信を行った。1，000 人以

上の視聴があり、遠方で成人式に来ることができない保護者

や、自宅で成人式を楽しみたい新成人など多くの方に、成人を

祝う機会を提供することができた。 

亀岡市さわやか 

教室 

 

 

目 

的 

おおむね 60 歳以上の方がふれあいを深めながら楽しく

学ぶことを通じて、人生における教養の向上、生きがいの

創造、仲間づくりを進め、より良い生活設計や社会参加の

ために必要な知識を得ることで社会的な能力を高め、家庭

や地域社会で活かせるようにすることを目指して開設。 
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実
施 

予
定 

年間 5講座を開設。 

実
施 

実
績 

予定通り年間 5講座を実施。 

 

コロナ過で高齢者の外出機会が減ったことや日常での会話が

減ったことによる健康低下が危惧されている。さわやか教室で

は、新型コロナウイルス感染症拡大を防止するためにパーテー

ションの設置や検温・消毒の実施などの対策を取りつつ、全 5

講座を実施した。高齢者に学びの場を提供することはもちろん

のこと、友人や講師などと会い、往復の道のりや道中に立ち寄

る買い物なども含めて、生活の一部としてさわやか教室が存在

していたことに大きな意義があった。また講座内容は、音楽や

食育などを通して生活を豊かにするという視点を入れた講座を

実施することができた。 

障がい者成人学級 

 目 

的 

障がい者成人学級（知的障がい者・聴覚障がい者・視覚

障がい者）を開設し、障がい者の社会参加、仲間つくり、

地域の人たちとの交流を目的にさまざまな活動を展開す

る。 

実
施 

予
定 

1 かめのこ学級（知的障がい） 21回 

2 かめの会（聴覚障がい）   21回 

3 ふれあい学級（視覚障がい） 30回 

実
施 

実
績 

1 かめのこ学級（知的障がい） 17回 

2 かめの会（聴覚障がい）   16回 

3 ふれあい学級（視覚障がい） 26回 

子ども会事業 

 

 

目 

的 

亀岡市子ども会育成連絡協議会主導のもと、各町子ども

会育成組織との連携により、自主的な活動を推進できるよ

う、健全な育成指導と福祉の増進を図る。 

実
施 

予
定 

1 地域子ども活性化事業  2回 

・うどん作り（9/5） 

・プログラミング（11/14） 

2 子ども会育成者交流研修会  2回 

（5/23中止、7/18） 

新型コロナウイルス感染症拡大状況を見ながら実施する

かをその都度検討する。 

実
施 

実
績 

新型コロナウイルスの影響により、全事業中止となった。 

別途資料有 
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ＰＴＡ事業 

 目 

的 

亀岡市ＰＴＡ連絡協議会及び家庭教育委員会との連携に

より、誰もが安心して過ごせる地域づくり、家庭・学校・

地域社会の連携強化、人権教育の推進、子どもたちの健全

育成を図る。 

実
施 

予
定 

1 亀岡市ＰＴＡ連絡協議会研究大会への支援 

2 亀岡市ＰＴＡ家庭教育委員会研修会への支援 

（家庭教育支援事業と連携） 

3 本部役員会、理事会、家庭教育委員会への支援 

実
施 

実
績 

亀岡市 PTA家庭教育委員会研修会は年間 2回を開催し、

家庭教育支援事業と連携し、環境保全に関する講座と人権

を学ぶ講座を開催した。 

社会教育関係団体

育成事業 

 

目 

的 

社会教育関係団体への補助金交付・活動支援を行い、生

涯学習、社会教育の推進を図る。 

実
施
実
績 

3団体に補助金交付を行い、活動支援を行った。 

亀岡市 PTA連絡協議会             …150,000円 

日本ボーイスカウト京都連盟亀岡第 1団     …73,000円 

ガールスカウト京都府第 57団・緑の少年団 …73,000円 

社会教育施設管理

事業 

 

目 

的 
社会教育施設の適正な管理に努める。 

実
施 

実
績 

1 松熊教育集会所の運営 

2 七谷川野外活動センターの運営 

社会教育委員の 

設置 

 

目 

的 

社会教育法第 15 条及び亀岡市社会教育設置条例第 2 条

に基づき、亀岡市社会教育委員を設置し、社会教育の推進

を図る。 

実
施 

実
績 

社会教育委員会議の実施 

【現行委員】  12名 

【任期】 令和 4年 6月 30日まで 

放課後児童健全 

育成事業 目 

的 

保護者が就労等により昼間家庭にいない児童を対象に適

切な遊び及び生活の場を提供することで、児童の健全な育

成を図るとともに、子育て支援策の一環として保護者が安

心して就労できる環境を提供する。 

実
施 

実
績 

放課後児童会の開設 

【開設状況】  全 18校区において 32箇所で開設 

【入会児童数】 908人（令和 4年 3月現在） 

※他、夏季休業期間中等のみ入会児童あり。 
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文化財保護事務 

〔歴史文化財課〕 

目 

的 

文化財保護行政の推進及び向上を図る。 

実
施 

予
定 

1 文化財保護委員会 

2 埋蔵文化財に係る行政指導 

実
施 

実
績 

1 文化財保護委員会を 2回開催し、2つの文化財について

市指定文化財としての答申をいただいた。 

2 埋蔵文化財包蔵地での土木工事等について、指導を

行った。 

文化財保護 

（補助事業） 

〔歴史文化財課〕 

 

 

目 

的 

国営緊急農地再編整備事業（亀岡中部地区ほ場整備事

業）等の開発に係る発掘調査及び史跡丹波国分寺跡の保存

活用のための整備事業を行う。 

実
施 

予
定 

1 市内遺跡発掘調査 

2 史跡丹波国分寺跡記念物保存修理事業 

実
施 

実
績 

1 本梅町、篠町において埋蔵文化財の発掘調査を 

行った。 

2 史跡整備検討委員会を 2 回開催し、国分寺の案内サイ

ンの検討を進めるとともに、史跡丹波国分寺鐘楼跡の

整備を行った。 

文化財保護 

（補助事業） 

〔歴史文化財課〕 

 

 

 

 

目 

的 

 山陰道（唐櫃越・老ノ坂）及び保津川水運が令和元年度

に「歴史の道百選」に追加選定されたことを踏まえ、地域

が誇る文化資源の歴史的背景の普及啓発による地域活性化

を進めるため、歴史の道の整備事業を行う。 

 また、文化財保護法の改正に伴い、亀岡市でも文化財保

存活用地域計画を策定し、市内所在の文化財の一体的な保

存活用を進める。 

実
施 

予
定 

1 歴史の道整備事業 

2 亀岡市文化財保存活用地域計画の作成 

実
施
実
績 

1 ＪＲ亀岡駅、ＪＲ馬堀駅など山陰道への案内看板の設

置を行った。 

2 文化財の保存活用計画の策定にかかる会議を 4 回開催

し、市内文化財所在確認・調査を行うとともに計画の

作成を進めた。 

文化財保護 

（単独事業） 

〔歴史文化財課〕 

目 

的 

市内に所在する文化資料等の保存継承、伝承活動等に対

する補助金事業と史跡等公有化した文化財の保存活用等管

理事業を行う。 
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実
施 

予
定 

1 文化財所有者・保護団体等への補助金事業 

2 国分寺保存活用事業 

3 亀岡祭山鉾行事保存継承事業 

実
施 

実
績 

1 市内の文化財所有者及び保存団体に対して、補助金を

交付し、適正な維持管理に努めた。 

2 丹波国分寺跡の草刈り等維持管理を適切に行った。 

3 亀岡祭山鉾行事等の保存継承活動に補助金を交付し、

適正な保存継承活動に努めた。 

子ども読書推進 

事業 

〔図書館〕 

目 

的 

「かめおかっこ 夢・未来 読書プラン-第 3 次亀岡市子

どもの読書活動推進計画-」に基づき、子ども読書活動の

推進に向け、児童書の充実等により良好な読書環境を提供

する。 

実
施 

予
定 

1 学校図書指導員配置事業（小学校） 

2 図書購入（児童書） 

3 読書手帳「かめおかっこブックノート」の普及 

4 学校配本事業の拡充（18 校）、幼保配本事業（17 施

設） 

5 学校図書館への司書派遣事業（定期派遣・巡回派遣） 

実
施 

実
績 

1 令和 2年度実績から推定し、15校、約 500回の見込。 

2 過去の実績から推定し、約 1,600冊整備予定。 

3 令和 2年度実績から推定し、約 50人の見込。 

4 学校配本事業は 18 小学校・延べ 14,240 冊配本、幼保

配本事業は 17施設・延べ 7,200冊配本。 

5 曽我部小学校、千代川小学校、畑野小学校のサイクル

と、城西小学校、亀岡小学校、つつじヶ丘小学校のサ

イクルと、合計 6校を隔週で定期派遣（推定 1校約 20

回）、巡回派遣推定延べ約 20回の見込。 

ブックスタート事業 

〔図書館〕 
目 

的 

11 か月児健診において、赤ちゃん絵本をプレゼント

し、家庭での親子読書の推進を図る。（現時点では、新型

コロナ感染予防のため、絵本の読み聞かせは未実施） 

実
施 

予
定 

1 赤ちゃん絵本のプレゼント 

2 子ども用図書館カードの普及 

実
施 

実
績 

予定どおり毎月 2回、子育て支援課の健診事業と連携して

24回実施。令和 3年度の絵本プレゼント冊数は 552冊。 
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文化資料館展示 

事業 

〔文化資料館〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 

的 

歴史資料・民俗資料・考古資料の保存と活用、実物資料の展示

等により、亀岡地域の歴史と文化について理解できる機会を提供

する。 

令和 3年度は、平和池水害から 70年の節目をとらえ、丹波亀岡

地域の災害について歴史資料から紹介する企画展と、明智光秀が

基礎を築いた亀山城のその後の様子や、円山応挙作品等亀岡ゆか

りの文化財を紹介する特別展を開催する。 

実
施 

予
定 

1 第 69回企画展 

「丹波の天変地異～災害に学ぶ先人の知恵～」 

                                 7/10～8/22  

2 第 36回特別展 

「光秀その後の亀山」            11/3～12/12  

3 第 37回特別展「亀岡の名宝展」   2/11～3/13 

4 常設展   「亀岡の歴史と文化」 

5 ロビー展 

「明智光秀展」（5月・コロナ対策のため中止） 

「五月人形展」（4/6～6/6 但し、4/25～5/31 は、コロナ対

策のため休館） 

「戦争・平和展 2021」（8/6～8/31）、「亀岡祭」（10月）  

「ひなまつり」（3月）、「アユモドキ飼育展示」（通年） 

実
施 

実
績 

1 第 69回企画展 

「丹波の天変地異～災害に学ぶ先人の知恵～」 

（７/10～８/22 但しコロナ対策のため 8/20から休館） 

 899人 

2 第 36回特別展 

「光秀その後の亀山」          11/3～12/12  1,585人 

3 第 37回特別展「亀岡の名宝展」   

 2/11～3/13   1,338人 

4 常設展   「亀岡の歴史と文化」 

（4/1～4/24 6/1～8/19 10/1～10/17） 

5 ロビー展 

「明智光秀展」（５月・コロナ対策のため中止） 

「五月人形展」（4/6～6/6 但し、4/25～5/31は、コロナ対策の

ため休館） 

「戦争・平和展２０２１」（8/6～8/31 但し、8/20～コロナ対策

のため休館）、「亀岡祭」（10/1～10/31）  

「ひなまつり」（3/3～4/3）、「アユモドキ飼育展示」（通年） 

カイコ飼育展示 

（7/2～8/3 協力 文化資料館友の会カイコ綿サークル） 

作品展「円山応挙のように保津川を描いてみよう」（12/15～

1/12） 

6 共催 「霧の芸術館」（1/15～1/30） 

 


